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３ 要旨

オウトウ「佐藤錦」とブドウ「巨峰」について、生育ステージ別の凍霜害危険度予測モデルを作成した。

(1) 危険度予測モデルは切り枝を用いて低温恒温器内で低温処理試験を行い、処理温度と凍霜害の発生について

ロジスティック回帰分析を行い作成した。（表１：オウトウ（佐藤錦）、表２：ブドウ（巨峰））

(2) 表中の数値は、その温度に１時間遭遇した場合、それぞれの確率で凍霜害の発生が予測される温度である。

表１ オウトウ（佐藤錦）の生育ステージ別凍霜害危険度予測モデル

発芽期 花蕾 花弁露出始期 開花直前 落花直後

露出期 ～花弁露出期 ～満開期

凍霜害

発生確率

１０％ －２．３℃ －１．４℃ －１．１℃ －０．７℃ －０．４℃

２０％ －３．１℃ －１．６℃ －１．４℃ －１．２℃ －０．７℃

３０％ －３．６℃ －１．７℃ －１．５℃ －１．５℃ －０．９℃

５０％ －４．４℃ －１．９℃ －１．８℃ －１．９℃ －１．２℃

８０％ －５．７℃ －２．２℃ －２．２℃ －２．７℃ －１．７℃

表２ ブドウ（巨峰）の生育ステージ別凍霜害危険度予測モデル

発芽期 １～３葉期 ３～６葉期

凍霜害

発生確率

１０％ －２．６℃ －１．４℃ －１．５℃

２０％ －３．８℃ －１．８℃ －１．９℃

３０％ －４．７℃ －２．０℃ －２．１℃

５０％ －５．９℃ －２．４℃ －２．５℃

８０％ －８．０℃ －３．１℃ －３．１℃
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